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立足地域支え合いの会
 どんな会？

立足区（穂高地域の最北端に位置し、６２７世帯が在住して
いる）の福祉部が２０２０年１０月に立ち上げた住民同士の支
えあいの組織。

３０分３００円で、雪かき、ゴミ出し、簡単な修理、簡単な庭
木の枝はらいなどを引き受ける。

地域内の不具合箇所の整備等のお手伝い活動



立足地域支え合いの会 施工前の流れ

2020年12月

• 災害時住民支え合いマップ作成委員会の立ち
上げ

• 作成に向けてメンバー６人で４回会議を開催

2022年4月

• 災害時住民支え合いマップ 基本構想の完成

• マップの必要性について「立足だより」の配布

2022年6月

• 白金地域支え合い制度について講義を受ける

• マップと関連付けて「ご近所支え合いアンケー
ト」を配布し、困りごとの把握

マップには各家庭
の生活状況（情報）
が必要…どうやって
把握する？



「ご近所支え合いアンケート」集計の結果…

年を取ってからの草
取りとか枝はらいが…。

耕作放棄地が猿の住み
かになっている！
被害があって怖い！

粗大ごみの片付けが
困った。

２０２０年８月、マップ作成委員会とは別にボランティア組織発足について検討
することに。（名称、代表者、対象の範囲、料金、保険など…）

立足地域支え合いの会 と命名

困りごとのお手伝いをして住民同士の助け合う気持ちを育てていくことで、
マップの作成につなげていこう！



2022年9月

• 「立足地域支え合いの会」会則の作成

2022年10月

• 区合同評議委員会で可決

• １５人の仲間と発足！（マップ作成委員会のメンバー、歴代の区長、
有志のメンバー）

• 「安曇野市支え合い事業体制整備補助金」と「安曇野市社協特別活動
事業配分金」で補助金を申請し、作業道具や備品保管倉庫を購入

• 区民の皆さんに広報でお知らせ



これまでの活動
 放棄果樹園の整備→猿の住みかにならなくなった！

 屋根に積もった落葉の掃除

 道路沿いの木の伐採

 高齢者一人暮らし宅 ゴミ片付け

 多目的広場 草刈り

etc…


